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I　はじめに

2014 年に公表された中央教育審議会の「高大接続
改革答申」は、これからの時代に求められる「基礎的
な知識・技能」「思考力・判断力・表現力等の能力」「主
体的に学習に取り組む態度」という「学力の三要素」
が高等学校教育と大学教育に浸透していないことを指
摘し 1、それらを培うために高校教育、大学教育、大
学入学者選抜を三者一体で改革するよう求めてい
る 2。この提言の背景には、「知識量のみを問う「従
来型の学力」」3 ではグローバル化の時代に対応でき
なくなるため、「年齢、性別、国籍、文化、障害の有無、
地域の違い、家庭環境等の多様な背景を持つ高校生一
人ひとりが、高等学校までに積み上げてきた多様な経
験や能力」4 を正しく評価し、それを伸ばすような教
育が行われなければならないという危機感がある。
この答申を受けて、京都光華女子大学（以下「本学」）
でもさまざまな教育改革が推進されてきた。たとえば、
（1）2014（平成 26）年度に採択された大学教育再生
加速プログラム（AP）の計画に沿って、授業と授業
外学習支援の改革を通じて「アクティブラーナー水準」
（AL水準）を伸ばす教育の枠組みを構築する 5、（2）
大学での専門教育の内容に関心を持たせるために高校
に授業科目を提供する、（3）入学前課題を実施する、
などがそれである。
本稿の主題である入学前課題として、本学では、
2013 年から専門業者が提供する「指定教材」を各学
科で実施してきた。一方でキャリア形成学科は学科の
学びの内容として「ビジネス」「ホスピタリティ」「ソー
シャル」の 3つの領域を設置しており、幅広い志向性
をもつ多様な学生が在籍している。そうした学生の個
性や能力を伸ばし、将来の職業への方向づけや意志決
定を早期に行うためには、学生の学習意欲にあった、

学科独自の入学前課題が必要だと考えられた。こうし
て 2016 年度に、併設校である京都光華高校からキャ
リア形成学科への内部進学者を対象として、学科独自
の入学前課題が開発・実施される運びとなった。
この 2016 年度の入学前課題については、前稿（藤
田ほか ; 2017）で取り組みの紹介と調査分析を行った。
ここでは詳細を繰り返さないが、結論だけを述べると
以下のようにまとめられる。（1）学科独自の入学前課
題の取り組みは「高大接続改革答申」で示された改革
の精神に適うものである。（2）キャリア形成学科への
内部進学者が入学前教育に求めるのは、高校の学習の
反復ではなく、大学の学びの準備あるいは先取りとし
ての役割である。その意味でも 2016 年度の入学前課
題が目指した方向性は正しかった。（3）しかし積極的
に課題に取り組めない生徒もいた。これは課題の目的
が十分に説明されず、また内容面でも大学の学びを意
識させるには不十分な点があった結果、課題が「高校
の学びの反復」と捉えられたためである。
翌 2017 年度は、上記の考察を踏まえて課題の改善
を行い、7名の内部進学者に対して新たな入学前課題
を実施した。以下はこの新課題の概要と成果の報告で
ある。

II　2017 年度の入学前教育課題の概要

2017 年度の入学前課題では、前年度のふり返りを
もとに、大学での専門的な学びへの導入という目的を
課題に浸透させることと、課題についてしっかりと説
明する機会を設けることの 2点を意識してプログラム
の開発を行った。本章では、はじめに課題の概要を紹
介しながら目的の明確化のための工夫を示し、次に実
施スケジュールの説明を通して「目的の説明不足」と
いう問題にどう対処したかを述べる。

キャリア意識の向上を目指した入学前教育の実践

藤　田　大　雪
知　念　葉　子
吉　田　咲　子
加　藤　千　恵

ライト・キャロリン



132

1　課題の概要
キャリア形成学科は、「ビジネス」「ホスピタリティ」

「ソーシャル」という 3つの領域にもとづいて学びた
い科目を選択し、現代を生きる女性としてのキャリア
を築くことができる学科である。そこで入学前課題の
内容も、現代を生きる女性の生き方や働き方について
考えさせ、職業意識の醸成をうながすことを意図して
作成することとした。具体的な内容は、（1）物語の内
容把握と感想を求める課題（以下「日本語課題」）、（2）
同じ物語にもとづく英語課題（以下「英語課題」）、（3）
卒業生へのインタビューを読んでの感想（以下「イン
タビュー課題」）、（4）2016 年度と同じ新聞を要約す
る課題（以下「新聞課題」）である。

（1）日本語課題
入学後に文章の内容把握とライティングのスキルが
必要となることから、課題図書を理解した上で要約と
感想を書く課題を作成した。指定した図書は、イギリ
スの児童文学作家であるダイアナ・コールスの童話『ア
リーテ姫の冒険』（グループ・ウィメンズ・プレイス訳、
学陽書房、2001 年）である。この図書を題材にした
理由は、この物語が文章として読みやすく、かつ女性
の生き方について考えさせる内容であったからであ
る。配布教材には「なぜ『アリーテ姫の冒険』が『課
題』に？」と題して、この課題に取り組む生徒たちに
向けて以下のようなメッセージを記載した。

この物語は、日本語版では『アリーテ姫の冒険』、
英語版では『The Clever Princess』といいます。
多くの人たちに愛されている物語に登場する

「お姫さま」や「プリンセス」は、優しくて素直
でおしとやかで、そして何より、綺麗な顔立ちを
した女性たちです。外見よりも勇敢であることを
期待されている「王子さま」に比べて、なんとい
う違いでしょう。
アリーテ姫は普通のプリンセスとは違います。
男の子のような恰好をしているし、父親である王
様の言うことは聞かないし、結婚なんかしたくあ
りませんと宣言してしまうし・・・。
それなのに、アリーテ姫は毎日とても楽しそう
です。そしてアリーテ姫の周りには、アリーテ姫
のことを気に入った人たち、動物たちが集まって
きます。

それはなぜでしょうか。
私たちキャリア形成学科の教員は、皆さんたち
に、「女性だから」という枠に自分をはめずに、
アリーテ姫のような自由な発想で、様々なことに
チャレンジして、困難なことにも取り組んでほし
いという願いを込めて、この物語を題材に選びま
した。
課題は、「物語を理解するためのポイント」（参考資
料 1を参照）について考えを深めた上で、三部構成で、
1000 から 1800 字で要約させる形式にした。これは物
語の理解をうながすことで要約の質を高め、同時に大
学でのレポートにも通じる三部構成を意識させようと
いう工夫である。同様に感想の問題も、いきなり感想
を求めるのではなく、「『アリーテ姫の冒険』は、あな
たの生き方や、あなたの将来を考える上で、どのよう
なことを教えてくれますか」など、女性の生き方や働
き方への問題意識を喚起する 3つの小問に答えさせた
上で（参考資料 2を参照）、800 字から 1200 字の感想
を書かせる形式にした。

（2）英語課題
『アリーテ姫の冒険』は原作の英語版も国内で入手
できるため、対訳での内容理解が可能であり、英語課
題としても適当であると考えた。『アリーテ姫の冒険』
に関する英語課題は 3つの大問から成る。原文からの
抜粋を記載し、それについて小問に答えさせる形式が
2問と、英作文の問題が 1問である。最初の 2問は、
内部進学者にも他の入試区分で入ってきた者と同じ経
験をさせたいという意図から、本学の一般入試のレベ
ルとスタイルに合わせたものにした。英作文の問題
は、”Do you think Arete（アリーテ姫） is a good role 

model for girls and young women?” という問いにつ
いて、80 語から 100 語で意見と理由を書けというも
のである（「ロールモデル」という単語については別
の箇所に説明がある）。この問題にも日本語課題と同
様に、アリーテ姫の物語を通して女性としての生き方
や働き方を考え、キャリア形成学科での学びに意識を
向けさせようという意図が込められている。

（3）インタビュー課題
入学後のロールモデルとして、各種業界で活躍して
いるキャリア形成学科 1から 3期生の卒業生 5名（ビ
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ジネス領域：1名、ホスピタリティ領域：3名、ソーシャ
ル領域：1名）に対してヒアリング形式のインタビュー
を行い、その内容を編集して、「先輩からのメッセージ」
として課題に追加した。課題文の「先輩からのメッセー
ジ」は Qアンド A形式であり、5名の卒業生がそれ
ぞれ 3ページで、現在働いている業界の現状や仕事内
容、自分の大学時代のことや後輩へのメッセージなど、
6から 7項目の質問に答えている。いずれのメッセー
ジにも、将来の職業に対するイメージの具体化につな
がるエピソードや、大学生活における実践的なアドバ
イスが満ちており、大学での勉学に対して高校生のモ
チベーションを向上させる内容になっている。課題は、
この 5名のメッセージを読んで、それぞれ 200 字程度
で学んだことや感想を書くよう求めるものである。言
うまでもなく、この課題は現代を生きる女性の生き方
や働き方について考え、職業意識を醸成させるための
ものである。

（4）新聞課題
新聞課題については、前年度の内容を継続して実施
した。これは毎週 1本の新聞記事を選び、記事の内容
を 200 字程度でまとめた上で、選んだ記事とキャリア
形成学科の学びがどのように関わるかを書かせるとい
うものである。この設問に対しては、前稿でも紹介し
たように、課題を受けた生徒から「学科の学びとのか
かわりを書けというのが、何を書いたらいいのか分か
らず、内容が薄くなってしまった。感想や意見だとも
う少しうまく書けたと思う」という感想が寄せられて
いた 6。しかし、2017 年度の新課題では卒業生へのイ
ンタビュー記事を読ませ、キャリア形成学科の学びや
職業への意識を喚起しているため、新聞課題に対する
生徒たちの意識にも何らかの変化が見られるのではな
いかという期待があった。

2　実施スケジュール
次に入学前課題の実施スケジュールを説明する。以
上の 4種類の課題は、高校側が冬休みの三者面談で配
布し、1月から 2月の過ごし方について、保護者とと
もに話し合いを行った。対象者は、2018 年度に京都
光華高校から本学キャリア形成学科に内部進学した生
徒 7名である。さらに、課題の目的を説明できなかっ
た前年度の反省から、高校の登校日に合わせて 1 月

25 日に学内の教室で説明会を実施して、入学前課題
の趣旨と目的、課題への取り組み方や注意点、課題に
関する質問ができる学習相談会の案内、提出の締切に
ついての注意などの説明を行った。なおこの説明会に
は高校教員の協力もあり、病気で公欠した 1名を除い
て全員が参加した。
大学に早期合格した高校生には学習意欲の維持が重
要であり、また一般に学習は短期集中で取り組むより
も間隔を開けて継続的に行うほうが効果的であること
から 7、課題の提出日は複数回に分けることが望まし
い。そこで『アリーテ姫の冒険』を扱う日本語課題と
英語課題を「課題 1」とし、高校の最後の登校日であ
る 2月 27 日を提出日とした。インタビュー課題は「課
題 2」、新聞課題は「課題 3」として、大学入学前のオ
リエンテーションのある 3月 31 日を提出日に指定し
た。どちらの課題も入念な添削の上で返却を行った。
前年度の課題で生徒たちが添削内容にほとんど目を通
していなかった反省から、「課題 1」は 3月 31 日に返
却し、課題の見直しをさせた上で簡単なリフレクショ
ンを書かせた。「課題 2」と「課題 3」については、入
学後に初年次ゼミで担当になった教員が添削し、各自
の責任でアフターフォローを行った。
以上の課題のうち、2月 27 日締切の「課題 1」（日
本語課題と英語課題）は、高校教員の協力もあり、全
員が期限内に提出できた。やや難易度の高い英語課題
の英作文問題に一部未回答の者がいたものの、その他
の点では全員が規定を守って課題を完成させた。3月
31 日締切の「課題 2」（インタビュー課題）と「課題 3」
（新聞課題）は、7名中 5名が期限内に提出し、1名は
後日に提出を行った。

III　取り組みの評価

1　調査の概要
課題提出時に、取り組みの評価のために質問紙によ
る調査を行った。質問の内容は、それぞれの課題の「満
足度」「量」「難易度」「面白さ」を 5件法で問い、満
足度の理由を自由記述で答えさせるというものであ
る。さらに、入学後 2ヶ月を経た 2018 年 6 月に、15
から 20 分程度で課題に関する聞き取り調査を個別で
行った。聞き取り調査での主な質問項目は「良かった
課題はどれか」「その理由は何か」「不満に感じた点は
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あるか」「入学前課題をやって良かったと思える点は
あるか」などである。回答者数は、「課題 1」への質
問紙調査が 7名中 7名、「課題 2」と「課題 3」への質
問紙調査が 7名中 5名、入学後の聞き取り調査が 7名
中 6名であった。

2　結果と考察
質問紙調査の結果は以下の通りである。以下、この
結果と自由記述、および聞き取り調査の結果にもとづ
き、「現代を生きる女性の生き方や働き方について考
えさせ、職業意識の醸成をうながす」という目標に対
するそれぞれの課題の貢献を考察する。

表 1　課題にどれくらい満足しているか（対象者 7名）

表 2　課題の量はどうだったか（対象者 7名）

表 3　課題の難易度はどうだったか（対象者 7名）

表 4　課題の面白さはどうだったか（対象者 7名）

（1）日本語課題
日本語課題では、女性の生き方について考えさせる
という課題の目標に対して一定の効果が確認された。
たとえば、「『アリーテ姫の冒険』の物語の内容が、女
の人＝弱い・働かないというイメージを壊していると
ころが面白かった」（聞き取り調査での回答）と、女
性についての固定観念が揺さぶられたことを語る声が
聞かれたほか、「困難を自分の力で解決し、自分の手
で幸せをつかんでいくアリーテ姫は心の美しい女性な
ので、私もアリーテ姫のような自信でみちあふれる
しっかりとした女性を目指したいと思った」「初めて
読んでアリーテ姫のような女性になりたいと思った」
（いずれも自由記述欄での回答）というように、アリー
テ姫に自己のロールモデルを見いだした生徒もいた。
このように、アリーテ姫の生き方に対する考察をきっ
かけに女性としての自己のあり方を省みた生徒がいた
ことは、「『女性だから』という枠に自分をはめずに、
アリーテ姫のような自由な発想で、様々なことにチャ
レンジして、困難なことにも取り組んでほしい」（課
題の説明文からの引用）という課題作成者の思いがあ
る程度伝わったことを示している。
なお、この課題には、指定図書の『アリーテ姫の冒
険』が児童文学であることに疑問を感じる生徒が出な
いかという懸念もあった。だが、実際に「やや易しかっ
た」と回答した者こそ 2名いたものの（表 3）、自由
記述欄に「少し話が簡単なのに考えることは難しかっ
た」と書かれていたように問題が頭を使わせるもので
あったためか、課題自体に不満を感じた者はいなかっ
た（表 1）。

（2）英語課題
英語課題では、”Do you think Arete（アリーテ姫） 

is a good role model for girls and young women?” と
いう英作問題を通じて女性の生き方を考えさせてい
る。おそらくこの問題が難問であったために、7名中
5名が英語の課題について「難しかった」または「や
や難しかった」と答え（表 3）、うち 3名は英作問題
にまったく手をつけない結果になったと考えられる。
一方で問題に取り組んだ 4名は、アリーテ姫の行動を
分析した上で、そこから自分が何を学び取ったか、学
んだことを自分にどう生かせるかといったことを十分
に考察できていた。以上のことから、英語課題は、英
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作問題に手を付けず入試と同じ形式の問題のみに取り
組んだ者にはどのような効果が得られたか不明である
が、すべての問題に取り組んだ者には求める効果が得
られたと言える。

（3）インタビュー課題
インタビュー課題はすべての課題の中で最も評価が
高く、質問紙調査に回答した 5名全員が「満足」また
は「やや満足」と答えている（表 4）。ただし、調査
に回答しなかった2名のうち1名は問題に手をつけず、
「インタビューは情報量が多すぎて、読むのが大変だっ
た」（聞き取り調査での回答）と答えている（残りの
1名も課題未提出）。
自由記述の内容では、「これからの大学生活がより
イメージできた」「先輩の話をきけて将来を考えるきっ
かけになった」「どういう風に大学生活を過ごしたら
良いか大体把握できた」「先輩達がどういう学生生活
を送っていたかがわかった」など、大学での学びに対
する意識の向上を示唆するコメントが多く見られた。
さらに、入学の 2ヶ月後に行った聞き取り調査では「意
識の向上」以上の効果も見いだすことができた。たと
えば、以下の語りは「職業意識を醸成する」という所
期の目的が達成されたことを極めて明確に示してい
る。
先輩のインタビューは、将来に何がしたいか決
まっていなかったから参考になった。働き方とか、
ブライダルやファッションに興味があるから、N

さんのインタビューはとくに参考になった。将来
の進路を考えるうえで、特別な知識がなくても
ビューティーコンサルタントになれることを知れ
てよかった。

また、次の例はインタビュー課題への取り組みによる
意識の変化が入学後も持続的な影響を与えうることを
示す語りである。
やってよかったのは先輩のインタビュー。先輩の
話を読んで、大学生活のアドバイスに「なるほど
なあ」と思った。とくに参考になったのがウェディ
ング、ブライダルの人。「自分もこうなりたい」
と思ったわけではないが、コミュニケーション力
の大切さを教えてもらえた。おかげで、大学に入っ
て変わったと思う。飲食のアルバイトをしていて
も、小さい子がいたら声をかけるとか、客のこと

を見て何が喜ばれるのかを考えるようになった。
以上のように、インタビュー課題では、大学の学び
への意識の向上、職業意識の醸成、入学後の学生生活
に役立つ学びといった点で一定の効果を認めることが
できた。キャリア形成学科の入学前課題では、前述の
ように幅広い志向性をもつ多様な学生の個性や能力を
伸ばし、将来の職業への方向づけや意志決定を早期に
行うことが目指されているが、この目論見は卒業生の
インタビューを利用した本課題において、かなりの成
功を収めていると言えるだろう。

（4）新聞課題
新聞課題では、聞き取り調査で「新聞課題は面白かっ
た。量もちょうどよく、最後は「やりきった」という
思いがあった。やってよかった」「新聞課題は、新聞
を読むことはあまりないしいい機会になった」という
声があり、満足度でも「満足」と答えた者が 1名いた
（表 1）。この課題については、同内容のものを実施し
た前年度にも、聞き取り調査で「この課題をきっかけ
に、就活など、高校時には気にしなかった記事を意識
するようになった」「面倒だったが、真剣にやった。やっ
てみたら楽しかった。提出できて満足している」とい
う声があった 8。ここからは、学科の専門知識と関連
性のある新聞記事を探し出す中で出口となる職業領域
を意識し、課題に取り組む中で充実感や達成感を感じ
られる者が一定数いることがうかがえる。
ただし、全体の傾向として新聞課題は量が多く（表
2）、難しく（表 3）、それほど面白くない（表 4）と捉
えられており、満足度も「満足」を選んだ 1名を除く
と「どちらともいえない」が 3名、「不満」が 1名と、
他の課題と比べて低めであった（表 1）。新聞課題の
満足度が低くなる要因として、前年度に行った考察の
中では、課題と大学の学びのつながりが理解されず、
課題が生徒たちに「高校の学びの反復」として捉えら
れたことを指摘した 9。そのために、2017 年度は新た
に高校の三者面談や説明会で課題の目的を説明し、さ
らに『アリーテ姫の冒険』の課題やインタビュー課題
によってキャリア形成学科の学びを意識させる工夫を
行ったのであるが、今回の聞き取り調査でもやはり「新
聞課題は何のためにやるのかが分からなかった」とい
う声はなくならなかった。
キャリア形成学科は社会に対する意識と関心を向上
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させることを一つの教育目標としており、そのために
新聞を読み、内容を理解して的確に要約することを求
める課題を入学前に課してきた。しかし教員の関わり
がない自宅学習でこうした指導を行うことには限界が
あって、社会に対する意識や関心は入学後に授業を通
じて培っていくのがより効果的で、望ましいという可
能性もある。いずれにしても、この点については引き
つづき調査と分析が必要である。

IV　おわりに

前稿でも指摘したように、日本リメディアル教育学
会が全国の大学を対象に行った 2011 年のアンケート
において、入学前教育の実施目的として最も多く挙げ
られるのは「AO や推薦で入学してくる生徒の学力維
持・向上」（84％）であった 10。しかしながら、千島・
水野（2015）が指摘するように、新入生のアパシー傾
向の抑制と大学環境への適応促進のためには、大学入
学という目標に代わる「次なる目標を、大学生活の中
で設定できるような支援」が必要であり 11、したがっ
て入学前課題も学科の学びの理解を促進し、目標意識
を高める内容に変革していくことが望ましい。
そうした中で、2017 年度に開発した新入学前課題
では、とりわけインタビュー課題を中心に、「現代を
生きる女性の生き方や働き方について考えさせ、職業
意識の醸成をうながす」という目標に対して一定の効
果が確認できた。聞き取り調査の中では「『アリーテ
姫の冒険』も面白かった。アリーテ姫をロールモデル
として読んで、それを先輩のインタビューと比較する
という読み方もした。課題に一貫した意図が感じられ
た」という声もあった。多様な課題を実施する中で、
課題全体を通して、キャリア形成学科の教育への理解、
大学の学びへの意識の向上、職業意識の醸成といった
効果が確認できたことは大きな収穫である。今回の調
査は主観評価であり、対象者も少ないため十分な信頼
性があるとは言えないが、前年度に開発した入学前課
題と比較したとき、キャリア形成学科が描く高大接続
の理想に一歩近づいたことは確かであるように思われ
る。
最後に、この入学前課題を今後継続していく上で重
要と思われる点を述べる。今回の課題は、初回提出時
の課題（課題 1）では全員が提出したが、2回目の提

出時の課題（課題 2と課題 3）では 1名が 2ヶ月遅れ
の提出、1名が最後まで未提出という結果となった。
これは、初回の提出時は高校の教員が自発的に大学に
協力し、生徒たちに提出を促した一方で、2回目の提
出時には生徒たちが卒業して高校の教員の手を離れて
しまったためだと考えられる。そうであるとすれば、
卒業後の課題提出にいかに強制力を持たせるかが今後
の課題となるだろう。また、高校教員による課題提出
の促しなどの協力が自発的なものにとどまるかぎり、
今後担当者の変更があった際に従来通りの取り組みが
続けられなくなる可能性もある。今後高大連携を持続
的かつ安定的なものとするためには、高大で締結を結
び、入学前課題の配布や説明会の実施、添削等の実施
主体、高校教員の役割といった事項について、具体的
な連携のあり方を明文化することも必要であろう。
以上の考察を踏まえて、キャリア形成学科では引き
つづき学科の学びに相応しい入学前課題のあり方を求
め、課題の改善を行っていきたい。

注

1 　中央教育審議会（2014）, pp. 2-5.
2 　同上 , p. 10.
3 　  同上 , p. 3.　ただし、土井も述べるように、従来
の教育や入学者選抜のあり方に対するこうしたラ
ベリングには「ステレオタイプの嫌い」（p. 11）
もあり、より正確な現状認識を行う必要がある。
同様の指摘については、中村（2018）も参照。

4　中央教育審議会（2014）, p. 5.
5 　  この取り組みについては、酒井・藤田編（2018）
を参照。

6　藤田ほか（2017）, p. 32.
7 　  集中練習よりも間隔を空けた練習の方が効果的と
いう研究結果については、ブラウンほか（2016; 
pp.54-72）を参照。

8　藤田ほか（2017）, p. 32.
9 　藤田ほか（2017）, p. 33.
10　穗屋下ほか（2012）, p. 6.
11　千島・水野（2015）, p. 237.
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